







― 図書館改革の考え方と方法 ― 
 
 
























2.1  成人サービスの３つのモデル 
2.2  レファレンスサービスの改革 

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































2.1  成人サービスの３つのモデル 



































     



































































(3) 総合サービスモデル（モデル③）                    
モデル③の［大］の場合に、１階に相談デスク
























































































2.2 レファレンスサービスの改革                     





がわかります。     
これに対して、１階の貸出室に相談デスクを
設けて、本の案内サービスを行うと、次のよう















し、その結果、質問数も増えます。         
④勤労者の質問が増え、図書館職員も、利用者
の専門的要求、調査研究的要求の内容がよく






















































































































































































































































置するだけでよいのです。                             














 相談デスクを設ける方法は３つあります。   
 Ａ．正規職員の司書を増員する。             
 Ｂ．司書の仕事とそれ以外の仕事を分けて、
司書はレファレンスサービスを中心に
担当する。                 
  Ｃ．他の業務を縮小し、レファレンス担当者































































































   
  













































図４ 資料の探索方法と利用方法の関係               
第一に、雑誌記事は、図書よりも内容が新しい
のです。これは、多くの図書は雑誌記事をもとに

























































































































































































































































































































































































































































が作成でき、実行、評価できる。                 
②施設のステイクホルダー（利害関係者）を理解 
し、高いコミュニケーションスキルを有し、全 
員の利益の最大化を考慮できる。                        
③公共スポーツ施設設置の法的根拠や、最新のス 




体と協働できる。                                                             
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３つのモデルの内容                  外部機関・団体との関係   サービスの範囲 
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図 2 図書館サービスの３つのモデルの概念図 
                                                                            
